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 ADSL注1などの普及につれて一般家庭の接続環境がかなり改善され，今ではブロードバンド
という言葉を聞くことさえ珍しくなくなってきた．Webカメラとインターネット回線を利用
した TV会議システムによる遠隔授業など，さまざまな活用の可能性が現実感をおびてきてい
る．1996年，名古屋女子大学の私の研究室と東京の幕張とをインターネットを経由して接続し，
映像と音声の双方向送受信をテストしたが，当時は回線速度が遅く，モザイク状態の静止画で
固まることの多い貧弱な映像でしかコミュニケーションがとれなかった．特にトラフィックの
多い昼間では映像の送受信ができなく音声のみとなった．ただし，貧弱な回線速度であっても
音声は，比較的クリアな状態が保たれた．当時でも，NTTの専用電話回線を利用したテレビ
電話システムを使うことによってクリアな映像と音質を保つことができたが，残念ながらイン
ターネットを利用していないため，高額な投資と接続料を必要とした．その実践運用がデジタ
ルコミュニティ推進の一環1）として三重県各所で行われた．現在でも三重県立みえ夢学園高等
学校など一部の学校で予算の許すかぎりにおいて実践されている．
 数年前から，TV会議システム技術を利用した遠隔授業の実践的研究2）など，関連する研究
が急速に進み，2003年および2004年の教育工学会全国大会講演論文集には，TV会議システム
を用いた合同授業3）や，遠隔教育のためのブラウザデザイン4）など，関連研究を含むと100編
以上の報告があり特集が組まれている．また，毎年，文部科学省が主体となって開催している
情報処理教育研究集会においても，15年度，16年度の講演論文集には，教室授業とインターネッ
ト授業の併用における問題点5）など，遠隔授業における課題などを含む様々な研究が数多く掲
載されている．
 しかしながら，TV会議に参加するとか，遠隔授業を受講するためには，特別な装置や，場
合によっては専用回線を必要とすることが多く，一般の公衆回線を使っている家庭等から，し
かもパソコンに特別な装置を導入しないで遠隔授業を負荷なく受講するための研究は多くな
い．
 ハードウェアおよびソフトウェアの両面において，新たに高額な投資を行わず，Windows標
準のソフトウェアだけで，一般家庭から授業を受講したり，学校行事などを見ることができる
ことが重要だと考える．なぜなら，高い費用のかかる特別なシステムを一般家庭に求めること
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はできないからである．そこで，2002年から2003年に三重県の県立学校で学校間 VPNと，一
般公衆回線によるインターネットを利用した TV会議システムの実験を行った6）．それは，遠
隔授業や学校行事などのリアルタイム配信を目的としたものであった．本稿では，この実験を
基礎として，ADSLの普及などによって一般家庭におけるインターネット環境がずいぶんよく
なってきている現状をふまえ，一般の公衆回線を使った映像配信の現状と，量販されているパ
ソコンに費用のかかる特別なハードウェアやソフトウェアを付加しないで受講できる遠隔授業
の可能性を考察する．
 また，遠隔授業等による受講では，オンラインでの課題提出やリアルタイムな授業評価，試
験が家庭等，学校外から可能にすることも考えなければならない．オンラインによる試験に
ついては，NetTest7）の研究など，インターネットの普及につれて関連研究の報告が増加してお
り，今では，WBT（Web Based Training）注2で数多く実施されている．また，e-learningのコー
スウェアの中でのトレーニングに多く取り入れられ，その学習効果8）などの実践的な研究もあ
る．オンラインによる授業評価についても，e-learningによる授業評価に関する研究9）をはじめ，
多くの報告がある．こうしたオンライン試験やオンラインによる授業評価は，学習コンテンツ
とともに，最近では，CMS（Contents Management System）注3や，LMS（Learning Management 
System）注4といったシステムの中に総合的に組み込まれつつある．
 これからの e-learningのあり方を考える上では，対面授業の中で効果的なコンテンツの利用
や，授業評価，試験などについてのシステム化も重要であると考える．ここでは，実際のオン
ラインによる授業評価や試験について，本学の学生の実態からみて，どの程度利用してくれる
のか，意識はどうかなどを考察する．
方  法
1．映像配信
 量販されている一般的なパソコンに費用のかかる特別なハードウェアやソフトウェアを導入
せず，通常の公衆回線によるインターネットを利用して映像を受信するには，送信側として，
動画配信サーバ（Windows2000 serverなど）と TVカメラ（Webカメラや DVカメラ）および
キャプチャ機器（講義室等ではネットワークに接続したノートパソコンとキャプチャカード注5）
を用意し，撮影してキャプチャした
映像をエンコード注6して送信するだ
けでよく，特別に高価な装置は必
要としない（図1）．今回は，キャプ
チャーカードを必要としない DVカ
メラ（画面サイズは720×480ピクセ
ル，フレームレートは30fps，圧縮
率は約1／5）を利用した．撮影した
映像データは，IEEE 1394注7により
直接パソコンに取り入れた．
 映像の配信では，インターネッ
トに負荷を与えない程度（視聴す
る側のストレスをできるだけ少な
図１  映像のストリーミングやオンデマンド配信における
システム概要
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くする程度）の圧縮処理をしなけれ
ばならない．高品質なMPEG-1注8や
MPEG-2が理想ではあるが，現状の
インターネット配信では負荷が大き
く不向きである．今回のストリーミ
ング配信注9では，通信速度の遅い回
線でも負荷の少ない画質で，高圧縮
の映像の配信ができるMPEG-4を用
いた．
 また，DVカメラを用いた映像記
録と蓄積にはMPEG-2，そして，記
録映像のオンディマンド配信には
WMV注10を用いた．後者は非常に圧
縮率が高く画質も MPEG-1並みで，
MPEG-1と同じ320×240サイズで圧
縮してもMPEG-1の約半分のファイルサイズで映像を収録することができることと，Windows
に標準で装備されているWindowsMediaPlayerで簡単に再生でき点が優れているためである．
2．オンライン授業評価と試験
 オンラインによる授業評価と試験
には，ごく普通のWebサーバ（今
回は RedHat Linux8.0注11）を準備し，
プログラムは kentwebのフリー CGI
注12を授業評価と試験用に編集した．
授業評価は毎回，授業が終わったと
きに携帯電話からWebサイトにア
クセスして，評価と感想や質問事項
を入力するようにした．オンライン
試験は，選択肢問題や記述問題を多
く取り入れるため入力スペースが大
きく携帯電話からでは難しいので，
インターネットに接続したパソコ
ンからのアクセスのみとした．その
場合は自宅等にインターネット接続
環境が整っていることが条件となる
（図2）．こうした試験では，学校で
行われる通常の紙ベースによる一斉
受験とは異なり試験監督ができない
ため，教科書，ノート，参考書等，
その他さまざまな資料の参照は許可をするとともに，電卓や辞書などのツールの使用も許可を
した．また，他者（友人や親など）による替え玉受験を行わないよう監視することもできな
図２  オンライン授業評価や試験におけるシステム概要．
オンライン試験の場合の教員はインターネット環境
があればどこに居てもよい。
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